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がんセンター中央病院、京都府立医科大学附属病院、長崎医療センター、昭和
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研究内容 
 進行食道癌に対する標準治療は術前化学療法後に食道根治手術とされていま

す。一部の症例は化学療法抵抗性であり、術前化学療法が無効となる可能性が

知られているが、化学療法無効症例を事前に知る方法は現時点で存在しません。 
 本研究の目的は、進行食道癌症例の術前化学療法無効であった症例の血清中

蛋白プロファイル候補を探索することです。 
 
 研究対象 
 医師主導治験「根治切除術後食道癌の NY-ESO-1 抗原陽性例に対する IMF-001

の多施設共同無作為化比較試験(第Ⅱ相臨床試験)」に参加登録された、進行食

道癌患者さんの中で、術前の抗癌剤治療で著明に縮小した患者さんと縮小効果

を認めなかった患者さんが対象です。 

 上記医師主導治験では、免疫療法有効症例を抽出同定する目的で、登録患者

さんの血清中自己抗体を産業技術総合研究所において経時的に検査することに

なっています。今回の臨床研究は、化学療法の効果判定結果と、血中自己抗体

（蛋白）の種類と量を調べます。 

 本研究は、本医師主導治験のグループ研究者内で情報が共有されますが、当

病院で匿名化され、氏名や診察券番号等の個人情報は提出されません。医療向

上などを目的として結果を公表・公開する場合には、お名前など個人を特定で

きる情報を使用することはありません。 

 患者さんに費用負担が生じることはありません。 



 

 研究計画書、および研究の方法に関する資料について、他の研究対象患者さ

ん、知的財産の保護等で支障がない範囲内で閲覧することは可能です。 

 研究対象とならないことを希望される際には、公開される前であればご連絡

いただけますとデータの提供を停止、削除することが可能です。 

 お問合せは、田附興風会医学研究所北野病院 消化器センター外科 上田 修吾

(電話 06-6312-8831)にお願いします。 


